
アモナイハで
でんどうするアルマ
だい22しょう

アルマはニーファイ人
じん

のざいあくを見
み

かね，ぜん時間
じ か ん

をでんど

うについやすけっしんをしました。大
だい

さばきつかさにはニー

ファイハをえらびました。（アルマ4：7，18－19）

アルマはぜんこくを回
まわ

って，ふくいんをときました。ところが，

アモナイハの町
まち

の人
ひと

びとは，アルマのことばに耳
みみ

をかそうともせず，

アルマを町
まち

からおい出
だ

したのです。（アルマ5：1；8：8－9，11，

13）

アルマは，アモナイハのたみがおかしたざいあくのために，なげ

きかなしみました。しかたなくアルマは，ほかの町
まち

へむかいました。

（アルマ8：13－14）

するとてんしがあらわれて，アルマをなぐさめました。そして，

こう言
い

いました。「もういちどアモナイハにもどって，くいあらた

めをときなさい。」アルマは，いそいで引
ひ

きかえしました。（アルマ

8：15－16，18）

アルマはおなかがすいていたので，町
まち

へ入
はい

って行
い

くと，一人
ひ と り

の

男
おとこ

に，何
なに

か食
た

べものをくれませんかと言
い

いました。すると，その人
ひと

は言
い

いました。「あなたは神
かみ

のよげんしゃです。てんしがそうつげ

たのです。」（アルマ8：19－20）

58



59

この人
ひと

はアミュレクといい，アルマを自分
じ ぶ ん

の家
いえ

へつれて行
い

って，

食
た

べものを出
だ

しました。アルマは，アミュレクの家
いえ

にしばらくたい

ざいし，アミュレク一家
い っ か

がしてくれたことを神
かみ

にかんしゃして，か

れらをしゅくふくしました。（アルマ8：21－22，27）

アルマがアモナイハの人
ひと

びとを教
おし

えるのにめされていることを話
はな

すと，アミュレクはアルマとともに出
で

て行
い

って，人
ひと

びとにくいあら

ためるように言
い

いました。二人
ふ た り

にはせいれいのたすけがありました。

（アルマ8：24－25，30）

アルマは言
い

いました。「くいあらためないと，神
かみ

はあなたがたを

ほろぼされるであろう。また，イエス・キリストが来
こ

られ，ご自分
じ ぶ ん

をしんじ，くいあらためるものをすくわれるであろう。」（アルマ

9：12，26－27）

アルマがこのように話
はな

したところ，人
ひと

びとはおこって，アルマを

ろうやに入
い

れようとしました。しかし，主
しゅ

がアルマをおまもりにな

りました。（アルマ9：31－33）

「アルマは神
かみ

のよげんしゃである。アルマの話
はな

したことはしんじ

つである。」アミュレクのあかしを聞
き

いて，人
ひと

びとはおどろきまし

た。（アルマ10：9－10，12）

アミュレクも教
おし

えをときはじめました。かれは，よそもののアル

マとちがって，多
おお

くの人
ひと

に知
し

られていました。そして，自分
じ ぶ ん

がてん

しのおとずれをうけたことを話
はな

しました。（アルマ9：34；10：

4，7）
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しかし，ある人
ひと

びとは，とくに，ゼーズロムという名
な

のあくにん

が，それを聞
き

いてはらを立
た

てました。アミュレクにしつもんをして

わなにかけようとしました。アミュレクはそのたくらみを見
み

ぬいて

いました。（アルマ10：13－17，31）

ゼーズロムはすべてのよいことにはんたいしようとしていまし

た。そうどうを引
ひ

きおこして，それをかいけつするために人
ひと

びとか

らほうしゅうをうけていました。（アルマ11：20－21）

ゼーズロムはアミュレクをわなにかけることができませんでし

た。そこで，ゼーズロムは神
かみ

がいないと言
い

ったら，お金
かね

をやろうと

言
い

います。アミュレクは神
かみ

が生
い

きておられることを知
し

っていました。

ゼーズロムもまた，それを知
し

っていたのですが，神
かみ

よりもお金
かね

をあ

いしていました。（アルマ11：22，24，27）

アミュレクは，ゼーズロムにイエスやふっかつ，えいえんのいの

ちについて話
はな

しました。それを聞
き

いて，町
まち

の人
ひと

びとはおどろき，ゼ

ーズロムもおそろしくなって，ふるえ出
だ

しました。（アルマ11：

40－46）

自分
じ ぶ ん

のたくらみを見
み

やぶられ，アルマとアミュレクが神
かみ

の力
ちから

をう

けていることが分
わ

かったゼーズロムは，アルマの教
おし

えるふくいんに

じっと耳
みみ

をかたむけました。（アルマ12：1，7－9）

多
おお

くの人
ひと

びとが，アルマとアミュレクのことばをしんじ，くいあ

らためて，せいぶんをべんきょうするようになりました。（アルマ

14：1）
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しかし，ほとんどの人
ひと

は，アルマとアミュレクをころそうと思
おも

い

ました。二人
ふ た り

をしばり上
あ

げて，大
だい

さばきつかさの前
まえ

へ引
ひ

っぱって行
い

ったのです。（アルマ14：2－4）

ゼーズロムは，自分
じ ぶ ん

のわるい行
おこな

いや人
ひと

びとをそそのかしたことに

りょうしんがとがめられて，二人
ふ た り

のなわをほどいてくれるようにた

のみました。（アルマ14：6－7）

しかし，わるい人
ひと

びとはゼーズロムや，アルマとアミュレクが教
おし

えたことをしんじた人
ひと

びとを町
まち

からおい出
だ

し，石
いし

をなげつけたので

す。（アルマ14：7）

さらにわるい人
ひと

びとは，神
かみ

のことばをしんじる女
おんな

の人
ひと

や子
こ

どもを

火
ひ

の中
なか

になげ入
い

れ，またせいてんもやいてしまいました。（アルマ

14：8）

ところが，アルマはアミュレクに言
い

いました。「手
て

を出
だ

してはな

りません。この人
ひと

たちは神
かみ

のみもとへ行
い

くのです。あくにんたちは

こらしめをうけます。」（アルマ14：11）

アルマとアミュレクは，そのようすをむりやり見
み

せられたので，

アミュレクは神
かみ

の力
ちから

をつかって，その人
ひと

たちをすくい出
だ

したいと思
おも

いました。（アルマ14：9－10）
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大
だい

さばきつかさは，アルマとアミュレクの顔
かお

を何
なん

どもうち，あざ

けりました。二人
ふ た り

が火
ひ

で焼
や

かれている女
おんな

の人
ひと

や子
こ

どもたちをたすけ

なかったからです。そして，二人
ふ た り

をろうやに入
い

れさせました。（ア

ルマ14：14－17）

わるい人
ひと

びとがつぎつぎと，ろうやにやって来
き

ては，二人
ふ た り

をのの

しりました。そのうえ，食
た

べものも水
みず

もあたえようとしなかったの

です。（アルマ14：18－22）

大
だい

さばきつかさは言
い

いました。「おまえたちに神
かみ

の力
ちから

があるなら，

このなわをほどいてみろ。そうしたらしんじてやろう。」そして，

また二人
ふ た り

をうちました。（アルマ14：24）

アルマとアミュレクは，立
た

ち上
あ

がりました。そして，アルマが

「わたしたちのキリストをしんじるしんこうにおうじて力
ちから

をおあた

えください」と神
かみ

にいのりました。（アルマ14：25－26）

すると，たちまち二人
ふ た り

は神
かみ

の力
ちから

にみたされ，自分
じ ぶ ん

たちをしばって

いたなわをたち切
き

りました。わるい人
ひと

びとは，おそれてにげ出
だ

しま

したが，じめんにたおれてしまいました。（アルマ14：25－27）

じめんがゆれ，ろうやのかべはわるい人
ひと

びとの上
うえ

にくずれおちま

した。主
しゅ

がアルマとアミュレクをおまもりになったのです。二人
ふ た り

は

ぶじでした。（アルマ14：27－28）
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アモナイハの人
ひと

びとはこのできごとを見
み

にやって来
き

ました。アル

マとアミュレクがくずれたろうやから出
で

て来
き

たのを見
み

ると，人
ひと

びと

はこわがって，にげて行
い

ってしまいました。（アルマ14：28－

29）

主
しゅ

はアルマとアミュレクにシドムの地
ち

へ行
い

くようにめいじられま

した。そこで，二人
ふ た り

は正
ただ

しい人
ひと

びとに会
あ

います。そこにはゼーズロ

ムもいて，びょうきになっていました。（アルマ15：1－3）

ゼーズロムは，アルマとアミュレクに会
あ

ってよろこびました。

自分
じ ぶ ん

のせいで，二人
ふ た り

がころされたと思
おも

ったからです。ゼーズロムは

二人
ふ た り

に，自分
じ ぶ ん

をいやしてくれるようにたのみました。（アルマ15：

4－5）

ゼーズロムはイエス・キリストをしんじ，もうくいあらためてい

ました。そこでアルマがおいのりすると，ゼーズロムはたちまちい

やされました。（アルマ15：10－11）

アモナイハにとどまっていたわるい人
ひと

びとは，アルマがよげんし

ていたように，レーマン人
じん

に一人
ひ と り

のこらずほろぼされてしまいまし

た。（アルマ10：23；16：2，9）

ゼーズロムはバプテスマをうけて，ふくいんを広
ひろ

めはじめました。

多
おお

くの人
ひと

びともバプテスマをうけました。（アルマ15：12，14）




